
本校の児童像：○めあてを持ってがんばる子 ○よく学びよく遊ぶ子 ○みんなと共に生きる子

朝晩の冷え込みが増し，温度差が激しく秋の深まりを感じさせます。そのような中，１年生は大洗
方面，２年生は笠間方面，３年生は日立方面，４年生は大子方面への遠足，５年生は白浜少年自然の
家へ宿泊学習，６年生は陸上記録会と各学年とも各行事の中で充実した毎日を送っています。

さて，子供たちは毎日の生活や行事をとおして，たくさんの失敗や喜び，また手痛
い経験をたくさんすることでしょう。しかし，その経験が多ければ多いほど，それら
は未来の自分の財産になります。稲穂は，確かに実った後で頭を垂れていますが，苗
の状態から，実を付けるまでは，頭を垂れる事はありません。上へ上へ向けて，ぐん
ぐん伸びていきます。失敗を恐れずチャレンジしてほしいものです。そして，貴重な
経験をたくさん積みながらも謙虚な気持ちを忘れず，心も体も大きく成長していって
くれることを願っています。

ありがとうございます！
♥風にたなびくきれいな万国旗！
１０月９日（日）吉田地区市民運動会が開催されました。小雨交じりのコンディションで

したが，各地区ともに熱い競技を繰り広げ盛大に幕を閉じることができました。この運動会
でPTA，教育後援会，自治実践会からご寄贈いただいた３本の万国旗をお披露目すること
ができました。本当にありがとうございました。大切に使わせていただきます。
♥みんな楽しみ 吉田小まつり！
１０月２９日（土）は待ちに待った「吉田小まつり」です。子供たちは今からすごく楽し

みにしているようです。PTA執行部はじめ各委員会，教育後援会，高齢者クラブの皆様の事前の綿
密な計画，打ち合わせ，そして準備へのご苦労には頭が下がるばかりです。子供たちの喜びに満ちた
笑顔が今から楽しみです。天気が良いことを祈るばかりです。どうぞよろしくお願いいたします。

《吉田っ子トピックス》
１０月３日（月） あいさつ運動
今回は，いきいき茨城ゆめ国体のマスコットキャラクターいばラッキーくん

も一緒に活動しました。また，代表委員の新たな取り組みで，あいさつ運動の
活性化を図るため，シール大作戦が行われました。あいさつがよくできた人は
シールがもらえます。いつも以上の大きな声が吉田小に響き渡り，とても気持
ちが良いものでした。「相手に聞こえるような大きな声で・相手の目を見て・笑
顔で」の３つのチェックポイントを意識してあいさつができるようこれからも

続けて取り組んでいきます。ご家庭でも励ましやご指導よろしくお願いいたします。

１０月６日(木) １年生の親子給食会と親子学習会開催
お家の人と会話を楽しみながら一緒に食べる給食は，子供たちにとっていつもより一味

も二味もおいしかったようです。学習会では，親子で水戸ちゃんダンスを踊ったり，ボー
ル運びリレーをしたり，とても楽しい時間を過ごすことができました。

１０月６日（木）Bブロック陸上記録会・継走大会；K'sデンキスタジアム
６年生は約１か月，友だちや先生方と励まし合い朝早くから放課後まで力

を合わせ練習に励んできました。各クラスでスローガンをつくり競技に臨み
ました。結果として１６種目中８種目で１位をとる快挙の活躍でした。もち
ろん，入賞した者ばかりでなく，目標をもって最後まで一生懸命がんばった
一人一人がすばらしいです。自分に負けないことやチャレンジすることを忘
れないでほしいと思った熱い１日でした。
クラススローガン： １組「一心同体」 ２組「一意専心 大部魂」

３組「限界突破～Do my best～」 ４組「ONE FOR ALL and ALL FOR ONE」
１０月６日（木）・７日（金）宿泊学習～白浜少年自然の家～
「成長を！ 絆を！ 思い出を！ みんなでつくろう宿泊学習」のスローガンのも

と５年生が２日間の宿泊を伴う共同生活学習に行ってきました。白浜の自然の中，
ウォークラリーにキャンプファイヤー，焼きそばづくり。そして，友だちと共に
過ごした夜，教室では学べない体験をしました。疲れたけど楽しかった！という
子供たちの声・・・。絆や友情が深まりました。

１０月２日（日）水戸四中吹奏楽部定期演奏会
四中吹奏楽部の定期演奏会に吉田小金管バンドが招待され，GReeeeNの「キセキ」

とホルスト作曲「『惑星』より木星」の二曲を披露しました。限られた練習時間の中，「木
星」という難しい曲によくチャレンジしました。一生懸命な姿が大切です。１１月６日
（日）のふれあい吉田秋まつりにも出演します。よろしくお願いします。
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